
 

 

 

 保護者の皆様には，日頃から本校の教育活動に御理解と御協力をいただき，感謝申し上げます。 

 さて，本年５月に６年生で実施いたしました全国学力・学習状況調査の本校の結果がまとまりました

ので，その概要をお知らせいたします。本校では，この調査結果を踏まえ，今後も，学校の教育計画や

授業を改善し，さらなる学力向上に取り組んでまいります。 

 

 

①領域別の結果                                  

 

 

この領域の問題は３問で，どの問題も正答率は全

国より相当低い結果でした。目的に応じた話し方に

ついての思考力・判断力・表現力等に課題があること

が明らかになりました。一方，無解答率は 0％で，全

国を下回り，粘り強く問題に取り組もうとする子ど

もが増えている状況が見られました。 

 

 

この領域の問題は２問で，どの問題も正答率は全国よりやや低い結果でした。目的や意図に応じて，理

由を明確にしながら，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する，思考力・判断力・表現力等に課

題があることが明らかになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この領域の問題は，３問で，どの問題も正答率は全国より相当低い結果でした。特に，上記の「目的に応

じ，文章と図表とを結び付けて必要な情報を見付ける」問題では，全国の半分以下の正答率であり，課題

があることが明らかになりました。 

令和３年度 全国学力・学習状況調査の結果 

国語 全国の平均正答率より相当低い結果となりました。 
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正答率 １５．１％ 

無解答率 ４．１％ 



 

 

この領域の問題は，５問で，学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく使う問題は，全国より相当

低い結果でした。一方で，以下の「文の中における主語と述語との関係を捉える」「文の中における修飾と

被修飾との関係を捉える」問題では，全国より「やや高い」「相当高い」結果となり，着実に言語に関する

知識・技能を身に着けていることが明らかになりました。無回答率も，全国を下回り，粘り強く問題に取

り組もうとする子どもが増えている状況が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②正答数の分布                                   

正答数が７問以下の児童の割合

がどの正答数でも全国より高くな

っています。一方、正答数が 11問

以上の児童の割合は、全国を下回っ

ており、いわゆる下位層が多く上位

層が少ない状況が見られます。 

 

 

 

 

【今後の学校における指導】 

◆本校児童の課題を意識した「授業づくり」 

→「思考・判断・表現」の育成のために，言語活動，書く活動を重視した授業づくりを進めます。 

◆「ほっかいどうチャレンジテスト」の積極的な活用 

→チャレンジテストの問題を朝学習や宿題等で活用し，苦手な領域の資質能力を育成します。 

◆読書活動の充実による「読解力」の育成 

→朝読書や「読書の日」を充実し，読書への意欲向上・習慣定着を通して，読む力を育成します。 

 

正答率 ７１．２％ 

無解答率 １．４％ 

正答率 ５３．４％ 

無解答率 １．４％ 

正答  ３ 正答  ３ 

言葉の特徴や使い方に関する事項 
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①領域別の結果                                  

 

この領域の問題は４問で，どの問題も正答率は全国

より相当低い結果でした。特に，下の問題の「３０ｍ

を１としたときに１２ｍが０．４に当たるわけを書

く」問題では，基準量を１としたときに比較量が示さ

れた小数に当たる理由を適切に記述する，思考力・判

断力・表現力等に課題があることが明らかになりまし

た。一方，無回答率は，全国を下回り，粘り強く問題

に取り組もうとする子どもが増えている状況が見ら

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この領域の問題は３問で，正答率は全国よりやや低い結果でした。二つの道のりの差を求めるために必

要な数値を選び，その求め方と答えを記述する，思考力・判断力・表現力等に課題があることが明らかに

なりました。一方で「複数の図形を組み合わせた図形の面積について，量の保存性や量の加法性を基に捉

え，比べる」問題の知識・技能においては，正答率は全国よりやや高い結果となり，着実に力をつけている

ことが判明しています。無回答率は，全国とほぼ同様（上位）でした。 

 

 

算数 全国の平均正答率より相当低い結果となりました。 
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この領域の問題は３問で，正答率は全国より相当低い結果でした。特に，下の「直角三角形の面積を求

める式と答えを書く」問題では，三角形の面積を求める公式について理解が不十分で，示された全ての辺

の長さで立式するなど，必要な情報を選び出す力に課題があることが明らかになりました。一方，無回答

率は，全国を下回り，粘り強く問題に取り組もうとする子どもが増えている状況が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この領域の問題は３問で，どの問題も正答率は全国より相当低い結果でした。特に，「速さを求める除法

の式と商の意味を理解しているかどうかをみる」問題では，正しい式を導き出す知識・技能に課題がある

ことが明らかになりました。一方，無回答率は，全国を下回り，粘り強く問題に取り組もうとする子ども

が増えている状況が見られました。 

 

 

この領域の問題は５問で，どの問題も正答率は全国より相当低い結果でした。特に，「集団の特徴を捉え

るために，どのようなデータを集めるべきかを判断できるかどうかをみる」問題では，情報を正しく選ぶ

ための，思考力・判断力・表現力等に課題があることが明らかになりました。無回答率は，全国とほぼ同様

でした。 

②正答数の分布                                   

正答数が８問以下の児童の割合

がほぼどの正答数でも全国より高

くなっています。一方、正答数が９

問以上の児童の割合は、全国を下回

っており、いわゆる下位層が多く上

位層が少ない状況が見られます。 
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データの活用 

【今後の学校における指導】 
◆算数「習熟度別学習」の充実 

→授業前半「全員で学ぶ」 後半「分けて定着させる」指導を徹底し，確かな知識・技能を育みます 

◆「日の出タイム」を活用し，苦手としている学習内容を習熟 

→本調査や NRT 学力検査等の結果分析から判明した課題を，「日の出タイム」で確実に習熟させます。 

◆「ほっかいどうチャレンジテスト」の積極的な活用 

→チャレンジテストの問題を朝学習や宿題等で活用し，苦手な領域の資質能力を育成します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

○「算数が好き」「どちらかというと好き」と回答した児童が全国より相当高くなりました。 

算数に関する意欲が高いことがわかります。 

○学校に行くのが楽しいかについて「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した児童

が，全国と同様となっています。学校生活に満足している様子が見られます。 

▲スマートフォン等の約束を守れていない児童が全国より相当高くなっています。また，アウトメ

ディアに触れる時間が 2時間以上の児童と，4時間以上の児童が全国より相当高くなっています。

メディアリテラシーの育成が喫緊の課題となっています。 

▲平日 1 時間以上学習する児童や，3 時間以上学習する児童が全国より相当低くなっています。ま

た，土日についても同様の傾向が見られます。 

 

【今後の学校における指導】 
◆情報モラルの定着，生活習慣の意識化 

→防犯教室や生活リズムチェック週間等の取組を通して，情報モラルの定着を図ったり，自ら自分の生

活習慣を改善しようとしたりする意識付けを行っていきます。 

◆家庭での学習習慣の確立 

→家庭学習の手引きの活用や，日々の宿題・家庭学習の取組を生活リズムチェック週間等と関連付けな

がら，家庭での学習意欲の向上と，確実な習慣化を図って参ります。 

学習意欲と自己肯定感に成果 生活習慣，家庭学習に課題 

御家庭での声がけが大きな力となります。御協力お願いいたします。 


